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[ 予防担当 ]
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[ 予防担当 ]
☎（06） 6788 ー 0119

　西
防
火
協
力
会
で
は
新
会
員
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
お

知
り
合
い
で
加
入
し
て
い
た
だ
け

る
事
業
所
様
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
と
も
ご
紹
介
下
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

連
絡
先

東
大
阪
市
西
防
火
協
力
会

　
　
　 

（
東
大
阪
市
西
消
防
署
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
６
）
６
７
８
８

－

７
１
９
８

　 

　
　
　
　
　
　
　
　 

担
当 

小
林

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
の
ご
案
内

　
消
防
法
第
８
条
に
定
め
る
甲
種
防

火
管
理
者
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め

の
講
習
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
講
習
日
時

　
平
成
31
年
2
月
19
日
（
火
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
50
分

　
　
　
　
　
2
月
20
日
（
水
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
40
分

泫  

講
習
は
、
２
日
間
と
も
受
講
し
て
い
た
だ

か
な
い
と
修
了
証
の
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
講
習
会
場

　
東
大
阪
市
消
防
局
（
４
階
）

　
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー  

多
目
的
ホ
ー
ル

　
東
大
阪
市
稲
葉
１
丁
目
１
番
９
号

■
申
込
受
付
期
間

　
平
成
31
年
1
月
15
日
（
火
）〜

　
　
　
　
　
　
　
　
2
月
1
日
（
金
）

■
申
込
先
・
受
付
時
間

東
大
阪
市
の
各
消
防
署
（
予
防
担
当
）

で
受
講
申
込
み
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

◎
東
消
防
署
　
鳥
居
町
3
番
3
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
７
２
）９
８
３

－

０
１
１
９

◎
中
消
防
署
　
稲
葉
1
丁
目
1
番
9
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
７
２
）９
６
６

－

０
１
１
９

◎
西
消
防
署

御
厨
栄
町
3 

丁
目
1
番
41
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
６
）６
７
８
８

－

０
１
１
９

受
付
時
間
は
午
前
9
時
か
ら
午
後
5

時
30
分
ま
で
で
す
。（
土
曜
、
日
曜
、

祝
日
を
除
く
。）

泫  

会
場
の
都
合
に
よ
り
、
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

　
　受
講
申
込
書
（
各
消
防
署
に
備
え
付
け

て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
東
大
阪
市
消
防
局

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
し

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

泫  

郵
送
等
に
よ
る
申
込
み
の
受
付
は
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

■
受
講
費
用
（
テ
キ
ス
ト
代
） 

４
，
５
０
０
円

西防火協力会総会

・ 西防火協力会総会
・ 第35回東大阪市西自衛消防隊連合会
　消防操法競技大会

・ 119番の日
・ 秋季全国火災予防運動
・ 東大阪市西消防署（本署）の紹介
・ 平成30年大阪府危険物安全大会
・ 西日本豪雨緊急援助隊災害活動記録
・ 甲種防火管理新規講習のご案内 

・ 西防火協力会総会
・ 第35回東大阪市西自衛消防隊連合会
　消防操法競技大会

・ 119番の日
・ 秋季全国火災予防運動
・ 東大阪市西消防署（本署）の紹介
・ 平成30年大阪府危険物安全大会
・ 西日本豪雨緊急援助隊災害活動記録
・ 甲種防火管理新規講習のご案内 

　
東
大
阪
市
内
で
「
低
圧
進
相
コ
ン

デ
ン
サ
」の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
は
、
3
相

２
０
０
ｖ
の
動
力
を
使
用
す
る
工
作

機
械
、
業
務
用
冷
蔵
庫
な
ど
の
力
率

改
善
を
目
的
に
工
場
や
商
店
な
ど
で

使
用
さ
れ
、
モ
ノ
づ
く
り
の
ま
ち
東

大
阪
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

装
置
で
す
。
し
か
し
、
低
圧
進
相
コ
ン

デ
ン
サ
は
、
経
年
劣
化
が
進
む
と
内

部
で
短
絡
な
ど
を
起
こ
し
発
火
す
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
昭
和
50
年
以
前
に
製
造
さ

れ
た
も
の
は
、
事
故
を
防
止
す
る
保

安
装
置
が
内
蔵
さ
れ
て
い
な
い
た
め

注
意
が
必
要
で
す
。

  

【 

低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
火
災
の
特
徴 

】

○
気
温
が
高
く
な
る
夏
場
に
多
く
発

生
す
る
。

○
電
気
機
器
の
使
用
中
よ
り
も
終
業

後
な
ど
、
電
気
機
器
を
使
用
せ
ず

に
回
路
に
充
電
さ
れ
た
ま
ま
の
状

態
で
多
く
発
生
す
る
。

○
内
部
に
絶
縁
油
が
入
っ
て
い
る
た

め
激
し
く
火
炎
を
噴
出
す
る
場
合

が
あ
る
。

  

【 

発
火
し
た
低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ 

】

　

  

【 

火
災
に
至
る
経
緯 

】

  

【 

火
災
予
防
の
ポ
イ
ン
ト 

】

低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
の
火
災
に
注
意
！！

低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
の
火
災
に
注
意
！！

お
問
い
合
わ
せ

お
問
い
合
わ
せ

 

〈
東
大
阪
市
消
防
局 

予
防
広
報
課
〉

　  

０
７
２
（
９
６
６
）
９
６
６
３

経
年
劣
化
に
よ
り

　
　
　
　絶
縁
不
良
を
起
こ
す
。

内
部
の
温
度
が
上
昇
し
絶
縁
油
が
気
化
、

　噴
出
し
容
器
が
破
損
す
る
。

内
部
で
発
生
し
た
電
気
火
花
が

　気
化
し
た
絶
縁
油
に
着
火
す
る
。

○
コ
ン
デ
ン
サ
に
変
形
や
液
漏
れ
、

異
臭
が
す
る
な
ど
の
異
常
を
感

じ
れ
ば
す
ぐ
に
使
用
を
や
め
て

ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
る
。

○
昭
和
50
年
以
前
に
製
造
さ
れ
た

も
の
は
交
換
す
る
。

○
昭
和
50
年
以
降
に
製
造
さ
れ
た

も
の
で
も
定
期
的
に
点
検
し
交

換
す
る
。（
50
年
を
目
安
に
交
換

を
推
奨
）

○
工
作
機
械
な
ど
、
使
用
し
な
い

と
き
は
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
り
、

コ
ン
デ
ン
サ
に
通
電
し
た
ま
ま

放
置
し
な
い
。

火 

災
火 

災

破裂・溶融した低圧進相コンデンサ

分電盤に並ぶ焼損したコンデンサプラスチックの容器が焼失し
内部の金属容器も破損

【発　　行】

西 防 火 協 力 会
（東大阪市西消防署内）
ＴＥＬ  06‒6788‒7198

平成30年11月（第９号）西防火協力会だより 西防火協力会だより （4）（1）



東大阪市西消防署（本署）の紹介

　
　
重
点
目
標

1 

住
宅
防
火
対
策
の
推
進

2 

放
火
火
災
防
止
対
策
の
推
進

3 

特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る

　
　
　
　
　

 

防
火
安
全
対
策
の
徹
底

　
　
火
災
予
防
対
策
の
普
及
啓
発

　
期
間
中
は
、
巡
行
広
報
を
実
施
し
、

本
運
動
を
広
く
市
民
の
皆
様
に
伝
え
、

事
業
所
、
家
庭
に
お
け
る
火
災
予
防

を
呼
び
か
け
ま
す
。

◎
防
火
ポ
ス
タ
ー
、
立
看
板
、
懸
垂
幕

に
よ
る
広
報

◎
物
品
販
売
店
舗
等
で
の
店
内
放
送

◎
消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
よ
る
広
報

◎
市
政
だ
よ
り
に
よ
る
広
報

　
　
事
業
所
・
家
庭
等
で
は

◎
放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り

◎
あ
ら
ゆ
る
自
然
災
害
に
対
応
で
き
る

体
制
づ
く
り

◎
消
防
訓
練
等
の
実
施
・
参
加

◎
消
防
用
設
備
の
点
検
整
備

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火

災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、

も
っ
て
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
高

齢
者
を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を

減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
、
財
産
の
損

失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

さ
れ
ま
す
。

　「 

忘
れ
て
な
い
？

　

 

　
　サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に

　
　
　
　

  

　
　
　
　火
の
確
認 

」

　
平
成
30
年
度
全
国
統
一
標
語
と
し
、

平
成
30
年
11
月
9
日（
金
）か
ら
11
月

15
日（
木
）ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
西
消
防
署
で
は
、
立
入
検
査
、
一

般
家
庭
の
防
火
診
断
の
実
施
、
消
防

フ
ェ
ア
の
開
催
、
高
齢
者
等
を
中
心

と
す
る
火
災
に
よ
る
死
傷
者
、
被
害

の
軽
減
等
を
重
点
的
に
運
動
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
11
月
9
日
は
、1
1
9
番
の
日
で
す
。

　
消
防
局
に
お
け
る
、
平
成
29
年

中
の
1
1
9
番
等
の
受
信
件
数
は

4
8
，9
0
0
件
で
、
1
日
1
3
4
件

の
火
災
、
救
急
等
の
通
報
が
あ
り
ま

す
。
市
民
の
皆
様
の
安
全
、
安
心
を

守
る
た
め
迅
速
、
的
確
な
対
応
が
で

き
る
よ
う
出
動
体
制
を
整
え
て
お
り

ま
す
。

　
皆
様
の
身
近
で
火
災
、
救
急
等
の

事
案
が
発
生
し
た
場
合
、
左
記
の
通

報
要
領
に
留
意
し
、
1
1
9
番
通
報

を
し
て
頂
く
と
と
も
に
、
事
業
所
、

地
元
自
治
会
、
学
校
区
等
で
行
わ
れ

る
消
防
訓
練
に
も
積
極
的
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
防
災
意
識
の
向
上
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
慌
て
な
い
よ
う
に
職
場
、

自
宅
の
電
話
機
の
近
く
に「
住
所
・
目

標
等
」を
記
載
し
た
メ
モ
を
貼
っ
て
お

く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

 1.  各 種 会 議 の 開 催
⑴役員会・常任理事会　　
⑵理事会　　　　　　　　 
⑶総　会　　　　　　　   
⑷各部会　   

 2.  研修会 ・講習会の開催
⑴甲種防火管理者講習会開催・防災講

演会・救急技術普及講習会等の事務
への協力

⑵部会研修会への協力

 3.  防火防災普及啓発活動
⑴ 春季・秋季火災予防運動の推進協力
⑵「救急の日」の推進協力
⑶防火防災意識高揚の啓発
⑷西防火協力会だよりの発行

 4.  表 彰 事 業
⑴優良事業所、優良自衛消防隊、優良防

火管理者（事業所）、優良危険物取扱
事業所等の表彰

⑵大阪府、（公財）大阪府危険物安全協
会等の表彰

⑶消防活動に協力した市民、事業所等の
表彰

 5.  助 成 事 業
⑴幼年消防クラブ、女性防火クラブ、西地

区消防団等への育成及助成

 6.  そ の 他
⑴消防出初式、救助技術大会、自衛消防

隊操法訓練大会、歳末火災特別警戒
等の行事に対する参加及び激励

⑵上級救命講習、普通救命講習等の普
及啓発事業への協力

⑶各種資器（機）材の購入補助

…… 必要の都度
……………………… 随時開催
……………………… 毎年１回
…………………… 年１回以上 西

防
火
協
力
会
総
会
を
開
催

平成30年度  事業計画平成30年度  事業計画

秋
季
全
国

　

 

火
災
予
防
運
動

秋
季
全
国

　

 

火
災
予
防
運
動

　
本
年
度
の
定
期
総
会
を
5
月
15
日（
火
）

に
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
大
阪
に
お
い
て
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
米
島
会

長
が
日
頃
よ
り
西
防
火
協
力
会
活
動
へ

の
会
員
皆
様
の
ご
協
力
に
対
す
る
感
謝
、

お
礼
並
び
に
引
き
続
き
の
ご
支
援
、
ご
協

力
へ
の
お
願
い
と
ご
あ
い
さ
つ
が
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
議
案
審
議
は
、
29
年
度
事
業
報
告
、
収

支
決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
を
受
け
、
最

後
に
平
成
30
年
度
事
業
計
画
案
並
び
に

収
支
予
算
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

第35回 東大阪市西自衛消防隊連合会 消防操法競技大会東大阪市西自衛消防隊連合会 消防操法競技大会

西
日
本
豪
雨
災
害

緊
急
消
防
援
助
隊
の
活
動

　
平
成
30
年
7
月
の
西
日
本
豪
雨
災

害
に
対
し
、
7
月
7
日
（
金
）
か
ら

8
月
1
日
（
水
）
ま
で
の
間
、
緊
急

消
防
援
助
隊
大
阪
府
隊
と
し
て
本
市

よ
り
消
防
隊
、
救
助
隊
、
救
急
隊
及

び
後
方
支
援
隊
を
広
島
県
の
被
災
地

に
派
遣
し
災
害
救
助
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

番
の
日

番
の
日

119119

1 

「
火
災
」か「
救
急
」か
を
は
っ
き

り
伝
え
る
。

2 

発
生
場
所
の「
住
所
・
目
標
物
」

を
伝
え
る
。

3 

「
火
災
」で
は
、何
が
燃
え
て
い

る
か
、「
救
急
」で
は
、病
気
、け

が
の
状
態
を
伝
え
る
。

4 

通
報
者
の「
氏
名
・
電
話
番
号
」

を
伝
え
る
。

◎
1
1
9
番
通
報
要
領

◎
1
1
9
番
通
報
要
領

　
6
月
8
日
（
金
）
大
阪
市
中
央
区

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
「
平
成
30
年
度
大
阪
府
危

険
物
安
全
大
会
に
お
い
て
、
日
本

理
化
学
工
業
株
式
会
社
が
「
優
良

危
険
物
関
係
事
業
所
」
と
し
て
大

阪
府
知
事
感
謝
状
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。 受

賞
お
め
で
と
う

　
　
　ご
ざ
い
ま
す
。

順位競技種目 事業所名

男子の部

女子の部

混成の部

屋内消火栓操法

消
火
器
操
法

優　勝

準優勝

敢闘賞

優　勝

準優勝

敢闘賞

優　勝

準優勝

敢闘賞

優　勝

準優勝

敢闘賞

学校法人 近畿大学Ｂ

学校法人 近畿大学Ａ

株式会社ユタカアドバンスＡ

学校法人 近畿大学

医療法人竹村医学研究会 小阪産病院Ｂ

ハウスあいファクトリー株式会社

学校法人 近畿大学Ａ

学校法人 近畿大学Ｂ

近畿車輌株式会社

学校法人 近畿大学Ａ

学校法人 近畿大学Ｂ

近畿車輌株式会社Ａ

【
第
35
回
大
会
競
技
結
果
】

　
今
年
度
も
、10
月
16
日（
火
）八
戸
ノ
里
公
園（
中

小
阪
4

－

7
）
多
目
的
広
場
に
お
い
て
東
大
阪
市

西
自
衛
消
防
隊
連
合
会
及
び
西
消
防
署
主
催
の
第

35
回
消
防
操
法
競
技
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
操
作
技
術
の

向
上
と
、
地
域
、

職
場
の
無
火
災

を
目
指
し
、
消

火
器
操
法
男
子
・

女
子
・
混
合
の

部
（
14
隊
28
名
）、

屋
内
消
火
栓
操

法
（
6
隊
20
名
）

計
20
隊
48
名
が

参
加
さ
れ
日
頃

の
訓
練
の
成
果

を
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
度
も
、10
月
16
日（
火
）八
戸
ノ
里
公
園（
中

小
阪
4

－

7
）
多
目
的
広
場
に
お
い
て
東
大
阪
市

西
自
衛
消
防
隊
連
合
会
及
び
西
消
防
署
主
催
の
第

35
回
消
防
操
法
競
技
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
操
作
技
術
の

向
上
と
、
地
域
、

職
場
の
無
火
災

を
目
指
し
、
消

火
器
操
法
男
子
・

女
子
・
混
合
の

部
（
14
隊
28
名
）、

屋
内
消
火
栓
操

法
（
6
隊
20
名
）

計
20
隊
48
名
が

参
加
さ
れ
日
頃

の
訓
練
の
成
果

を
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　
平
成
30
年
7
月
開
庁
の
新
庁
舎
。
敷

地
面
積
が
約
2
0
0
0
㎡
、
延
べ
面
積

約
2
6
0
0
㎡
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
3
階
建
て
の
西
消
防
署
管
内
の
防
災

拠
点
で
す
。
庁
舎
に
は
非
常
用
発
電
機
、

自
家
給
油
設
備（
ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
　
各

1
万
リ
ッ
ト
ル
）、
耐
震
性
防
火
水
槽
、

災
害
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
等
を
備
え

て
お
り
、
大
規
模
災
害
時
に
も
機
能
を

維
持
し
、
市
民
の
安
全
安
心
を
守
る
防

災
活
動
拠
点
と
し
て
運
用
し
て
お
り
ま

す
。

　
鶴
原
署
長
を
は
じ
め
、
日
勤
者（
予

防
・
庶
務
）1
5
名
と
、
交
代
制
勤
務
者

が
1
8
名
で
化
学
車
、
救
助
工
作
車
、

梯
子
車
、救
急
車
、指
揮
車
、支
援
車（
水

槽
と
特
殊
災
害
用
ボ
ッ
ク
ス
と
の
乗
せ

換
え
）等
の
車
両
を
運
用
し
、
日
々
の

災
害
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

　
屋
上
に
は
太
陽
光
パ
ネ
ル
に
よ
る
太

陽
光
発
電
を
行
い
、
環
境
に
も
考
慮
し

た
優
し
く
、
そ
し
て
災
害
に
強
い
西
消

防
署
を
目
指
し
日
々
努
力
し
て
お
り
ま

す
の
で
、お
近
く
に
御
用
の
際
は
、是
非
、

西
消
防
署
に
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

（3） （2）平成30年11月（第９号）西防火協力会だより 西防火協力会だより



東大阪市西消防署（本署）の紹介

　
　
重
点
目
標

1 

住
宅
防
火
対
策
の
推
進

2 

放
火
火
災
防
止
対
策
の
推
進

3 

特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る

　
　
　
　
　

 

防
火
安
全
対
策
の
徹
底

　
　
火
災
予
防
対
策
の
普
及
啓
発

　
期
間
中
は
、
巡
行
広
報
を
実
施
し
、

本
運
動
を
広
く
市
民
の
皆
様
に
伝
え
、

事
業
所
、
家
庭
に
お
け
る
火
災
予
防

を
呼
び
か
け
ま
す
。

◎
防
火
ポ
ス
タ
ー
、
立
看
板
、
懸
垂
幕

に
よ
る
広
報

◎
物
品
販
売
店
舗
等
で
の
店
内
放
送

◎
消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
よ
る
広
報

◎
市
政
だ
よ
り
に
よ
る
広
報

　
　
事
業
所
・
家
庭
等
で
は

◎
放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り

◎
あ
ら
ゆ
る
自
然
災
害
に
対
応
で
き
る

体
制
づ
く
り

◎
消
防
訓
練
等
の
実
施
・
参
加

◎
消
防
用
設
備
の
点
検
整
備

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火

災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、

も
っ
て
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
高

齢
者
を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を

減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
、
財
産
の
損

失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

さ
れ
ま
す
。

　「 
忘
れ
て
な
い
？

　
 

　
　サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に

　
　
　
　

  

　
　
　
　火
の
確
認 

」

　
平
成
30
年
度
全
国
統
一
標
語
と
し
、

平
成
30
年
11
月
9
日（
金
）か
ら
11
月

15
日（
木
）ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
西
消
防
署
で
は
、
立
入
検
査
、
一

般
家
庭
の
防
火
診
断
の
実
施
、
消
防

フ
ェ
ア
の
開
催
、
高
齢
者
等
を
中
心

と
す
る
火
災
に
よ
る
死
傷
者
、
被
害

の
軽
減
等
を
重
点
的
に
運
動
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
11
月
9
日
は
、1
1
9
番
の
日
で
す
。

　
消
防
局
に
お
け
る
、
平
成
29
年

中
の
1
1
9
番
等
の
受
信
件
数
は

4
8
，9
0
0
件
で
、
1
日
1
3
4
件

の
火
災
、
救
急
等
の
通
報
が
あ
り
ま

す
。
市
民
の
皆
様
の
安
全
、
安
心
を

守
る
た
め
迅
速
、
的
確
な
対
応
が
で

き
る
よ
う
出
動
体
制
を
整
え
て
お
り

ま
す
。

　
皆
様
の
身
近
で
火
災
、
救
急
等
の

事
案
が
発
生
し
た
場
合
、
左
記
の
通

報
要
領
に
留
意
し
、
1
1
9
番
通
報

を
し
て
頂
く
と
と
も
に
、
事
業
所
、

地
元
自
治
会
、
学
校
区
等
で
行
わ
れ

る
消
防
訓
練
に
も
積
極
的
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
防
災
意
識
の
向
上
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
慌
て
な
い
よ
う
に
職
場
、

自
宅
の
電
話
機
の
近
く
に「
住
所
・
目

標
等
」を
記
載
し
た
メ
モ
を
貼
っ
て
お

く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

 1.  各 種 会 議 の 開 催
⑴役員会・常任理事会　　
⑵理事会　　　　　　　　 
⑶総　会　　　　　　　   
⑷各部会　   

 2.  研修会 ・講習会の開催
⑴甲種防火管理者講習会開催・防災講

演会・救急技術普及講習会等の事務
への協力

⑵部会研修会への協力

 3.  防火防災普及啓発活動
⑴ 春季・秋季火災予防運動の推進協力
⑵「救急の日」の推進協力
⑶防火防災意識高揚の啓発
⑷西防火協力会だよりの発行

 4.  表 彰 事 業
⑴優良事業所、優良自衛消防隊、優良防

火管理者（事業所）、優良危険物取扱
事業所等の表彰

⑵大阪府、（公財）大阪府危険物安全協
会等の表彰

⑶消防活動に協力した市民、事業所等の
表彰

 5.  助 成 事 業
⑴幼年消防クラブ、女性防火クラブ、西地

区消防団等への育成及助成

 6.  そ の 他
⑴消防出初式、救助技術大会、自衛消防

隊操法訓練大会、歳末火災特別警戒
等の行事に対する参加及び激励

⑵上級救命講習、普通救命講習等の普
及啓発事業への協力

⑶各種資器（機）材の購入補助

…… 必要の都度
……………………… 随時開催
……………………… 毎年１回
…………………… 年１回以上 西

防
火
協
力
会
総
会
を
開
催

平成30年度  事業計画平成30年度  事業計画

秋
季
全
国

　

 

火
災
予
防
運
動

秋
季
全
国

　

 

火
災
予
防
運
動

　
本
年
度
の
定
期
総
会
を
5
月
15
日（
火
）

に
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
大
阪
に
お
い
て
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
米
島
会

長
が
日
頃
よ
り
西
防
火
協
力
会
活
動
へ

の
会
員
皆
様
の
ご
協
力
に
対
す
る
感
謝
、

お
礼
並
び
に
引
き
続
き
の
ご
支
援
、
ご
協

力
へ
の
お
願
い
と
ご
あ
い
さ
つ
が
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
議
案
審
議
は
、
29
年
度
事
業
報
告
、
収

支
決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
を
受
け
、
最

後
に
平
成
30
年
度
事
業
計
画
案
並
び
に

収
支
予
算
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

第35回 東大阪市西自衛消防隊連合会 消防操法競技大会東大阪市西自衛消防隊連合会 消防操法競技大会

西
日
本
豪
雨
災
害

緊
急
消
防
援
助
隊
の
活
動

　
平
成
30
年
7
月
の
西
日
本
豪
雨
災

害
に
対
し
、
7
月
7
日
（
金
）
か
ら

8
月
1
日
（
水
）
ま
で
の
間
、
緊
急

消
防
援
助
隊
大
阪
府
隊
と
し
て
本
市

よ
り
消
防
隊
、
救
助
隊
、
救
急
隊
及

び
後
方
支
援
隊
を
広
島
県
の
被
災
地

に
派
遣
し
災
害
救
助
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

番
の
日

番
の
日

119119

1 

「
火
災
」か「
救
急
」か
を
は
っ
き

り
伝
え
る
。

2 

発
生
場
所
の「
住
所
・
目
標
物
」

を
伝
え
る
。

3 

「
火
災
」で
は
、何
が
燃
え
て
い

る
か
、「
救
急
」で
は
、病
気
、け

が
の
状
態
を
伝
え
る
。

4 

通
報
者
の「
氏
名
・
電
話
番
号
」

を
伝
え
る
。

◎
1
1
9
番
通
報
要
領

◎
1
1
9
番
通
報
要
領

　
6
月
8
日
（
金
）
大
阪
市
中
央
区

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
「
平
成
30
年
度
大
阪
府
危

険
物
安
全
大
会
に
お
い
て
、
日
本

理
化
学
工
業
株
式
会
社
が
「
優
良

危
険
物
関
係
事
業
所
」
と
し
て
大

阪
府
知
事
感
謝
状
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。 受

賞
お
め
で
と
う

　
　
　ご
ざ
い
ま
す
。

順位競技種目 事業所名

男子の部

女子の部

混成の部

屋内消火栓操法

消
火
器
操
法

優　勝

準優勝

敢闘賞

優　勝

準優勝

敢闘賞

優　勝

準優勝

敢闘賞

優　勝

準優勝

敢闘賞

学校法人 近畿大学Ｂ

学校法人 近畿大学Ａ

株式会社ユタカアドバンスＡ

学校法人 近畿大学

医療法人竹村医学研究会 小阪産病院Ｂ

ハウスあいファクトリー株式会社

学校法人 近畿大学Ａ

学校法人 近畿大学Ｂ

近畿車輌株式会社

学校法人 近畿大学Ａ

学校法人 近畿大学Ｂ

近畿車輌株式会社Ａ

【
第
35
回
大
会
競
技
結
果
】

　
今
年
度
も
、10
月
16
日（
火
）八
戸
ノ
里
公
園（
中

小
阪
4

－

7
）
多
目
的
広
場
に
お
い
て
東
大
阪
市

西
自
衛
消
防
隊
連
合
会
及
び
西
消
防
署
主
催
の
第

35
回
消
防
操
法
競
技
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
操
作
技
術
の

向
上
と
、
地
域
、

職
場
の
無
火
災

を
目
指
し
、
消

火
器
操
法
男
子
・

女
子
・
混
合
の

部
（
14
隊
28
名
）、

屋
内
消
火
栓
操

法
（
6
隊
20
名
）

計
20
隊
48
名
が

参
加
さ
れ
日
頃

の
訓
練
の
成
果

を
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
度
も
、10
月
16
日（
火
）八
戸
ノ
里
公
園（
中

小
阪
4

－

7
）
多
目
的
広
場
に
お
い
て
東
大
阪
市

西
自
衛
消
防
隊
連
合
会
及
び
西
消
防
署
主
催
の
第

35
回
消
防
操
法
競
技
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
操
作
技
術
の

向
上
と
、
地
域
、

職
場
の
無
火
災

を
目
指
し
、
消

火
器
操
法
男
子
・

女
子
・
混
合
の

部
（
14
隊
28
名
）、

屋
内
消
火
栓
操

法
（
6
隊
20
名
）

計
20
隊
48
名
が

参
加
さ
れ
日
頃

の
訓
練
の
成
果

を
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　
平
成
30
年
7
月
開
庁
の
新
庁
舎
。
敷

地
面
積
が
約
2
0
0
0
㎡
、
延
べ
面
積

約
2
6
0
0
㎡
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
3
階
建
て
の
西
消
防
署
管
内
の
防
災

拠
点
で
す
。
庁
舎
に
は
非
常
用
発
電
機
、

自
家
給
油
設
備（
ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
　
各

1
万
リ
ッ
ト
ル
）、
耐
震
性
防
火
水
槽
、

災
害
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
等
を
備
え

て
お
り
、
大
規
模
災
害
時
に
も
機
能
を

維
持
し
、
市
民
の
安
全
安
心
を
守
る
防

災
活
動
拠
点
と
し
て
運
用
し
て
お
り
ま

す
。

　
鶴
原
署
長
を
は
じ
め
、
日
勤
者（
予

防
・
庶
務
）1
5
名
と
、
交
代
制
勤
務
者

が
1
8
名
で
化
学
車
、
救
助
工
作
車
、

梯
子
車
、救
急
車
、指
揮
車
、支
援
車（
水

槽
と
特
殊
災
害
用
ボ
ッ
ク
ス
と
の
乗
せ

換
え
）等
の
車
両
を
運
用
し
、
日
々
の

災
害
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

　
屋
上
に
は
太
陽
光
パ
ネ
ル
に
よ
る
太

陽
光
発
電
を
行
い
、
環
境
に
も
考
慮
し

た
優
し
く
、
そ
し
て
災
害
に
強
い
西
消

防
署
を
目
指
し
日
々
努
力
し
て
お
り
ま

す
の
で
、お
近
く
に
御
用
の
際
は
、是
非
、

西
消
防
署
に
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

（3） （2）平成30年11月（第９号）西防火協力会だより 西防火協力会だより
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問い合わせ先

東大阪市消防局
[ 予防広報課 ]

☎（072） 966 ー 9662
東大阪市東消防署

[ 予防担当 ]
☎（072） 983 ー 0119

東大阪市中消防署
[ 予防担当 ]

☎（072） 966 ー 0119
東大阪市西消防署

[ 予防担当 ]
☎（06） 6788 ー 0119

　西
防
火
協
力
会
で
は
新
会
員
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
お

知
り
合
い
で
加
入
し
て
い
た
だ
け

る
事
業
所
様
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
と
も
ご
紹
介
下
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

連
絡
先

東
大
阪
市
西
防
火
協
力
会

　
　
　 

（
東
大
阪
市
西
消
防
署
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
６
）
６
７
８
８

－

７
１
９
８

　 

　
　
　
　
　
　
　
　 

担
当 

小
林

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
の
ご
案
内

　
消
防
法
第
８
条
に
定
め
る
甲
種
防

火
管
理
者
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め

の
講
習
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
講
習
日
時

　
平
成
31
年
2
月
19
日
（
火
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
50
分

　
　
　
　
　
2
月
20
日
（
水
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
40
分

泫  

講
習
は
、
２
日
間
と
も
受
講
し
て
い
た
だ

か
な
い
と
修
了
証
の
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
講
習
会
場

　
東
大
阪
市
消
防
局
（
４
階
）

　
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー  

多
目
的
ホ
ー
ル

　
東
大
阪
市
稲
葉
１
丁
目
１
番
９
号

■
申
込
受
付
期
間

　
平
成
31
年
1
月
15
日
（
火
）〜

　
　
　
　
　
　
　
　
2
月
1
日
（
金
）

■
申
込
先
・
受
付
時
間

東
大
阪
市
の
各
消
防
署
（
予
防
担
当
）

で
受
講
申
込
み
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

◎
東
消
防
署
　
鳥
居
町
3
番
3
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
７
２
）９
８
３

－

０
１
１
９

◎
中
消
防
署
　
稲
葉
1
丁
目
1
番
9
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
７
２
）９
６
６

－

０
１
１
９

◎
西
消
防
署

御
厨
栄
町
3 

丁
目
1
番
41
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
６
）６
７
８
８

－

０
１
１
９

受
付
時
間
は
午
前
9
時
か
ら
午
後
5

時
30
分
ま
で
で
す
。（
土
曜
、
日
曜
、

祝
日
を
除
く
。）

泫  

会
場
の
都
合
に
よ
り
、
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

　
　受
講
申
込
書
（
各
消
防
署
に
備
え
付
け

て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
東
大
阪
市
消
防
局

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
し

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

泫  

郵
送
等
に
よ
る
申
込
み
の
受
付
は
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

■
受
講
費
用
（
テ
キ
ス
ト
代
） 

４
，
５
０
０
円

西防火協力会総会

・ 西防火協力会総会
・ 第35回東大阪市西自衛消防隊連合会
　消防操法競技大会

・ 119番の日
・ 秋季全国火災予防運動
・ 東大阪市西消防署（本署）の紹介
・ 平成30年大阪府危険物安全大会
・ 西日本豪雨緊急援助隊災害活動記録
・ 甲種防火管理新規講習のご案内 

・ 西防火協力会総会
・ 第35回東大阪市西自衛消防隊連合会
　消防操法競技大会

・ 119番の日
・ 秋季全国火災予防運動
・ 東大阪市西消防署（本署）の紹介
・ 平成30年大阪府危険物安全大会
・ 西日本豪雨緊急援助隊災害活動記録
・ 甲種防火管理新規講習のご案内 

　
東
大
阪
市
内
で
「
低
圧
進
相
コ
ン

デ
ン
サ
」の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
は
、
3
相

２
０
０
ｖ
の
動
力
を
使
用
す
る
工
作

機
械
、
業
務
用
冷
蔵
庫
な
ど
の
力
率

改
善
を
目
的
に
工
場
や
商
店
な
ど
で

使
用
さ
れ
、
モ
ノ
づ
く
り
の
ま
ち
東

大
阪
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

装
置
で
す
。
し
か
し
、
低
圧
進
相
コ
ン

デ
ン
サ
は
、
経
年
劣
化
が
進
む
と
内

部
で
短
絡
な
ど
を
起
こ
し
発
火
す
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
昭
和
50
年
以
前
に
製
造
さ

れ
た
も
の
は
、
事
故
を
防
止
す
る
保

安
装
置
が
内
蔵
さ
れ
て
い
な
い
た
め

注
意
が
必
要
で
す
。

  

【 

低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
火
災
の
特
徴 

】

○
気
温
が
高
く
な
る
夏
場
に
多
く
発

生
す
る
。

○
電
気
機
器
の
使
用
中
よ
り
も
終
業

後
な
ど
、
電
気
機
器
を
使
用
せ
ず

に
回
路
に
充
電
さ
れ
た
ま
ま
の
状

態
で
多
く
発
生
す
る
。

○
内
部
に
絶
縁
油
が
入
っ
て
い
る
た

め
激
し
く
火
炎
を
噴
出
す
る
場
合

が
あ
る
。

  

【 

発
火
し
た
低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ 

】

　

  

【 

火
災
に
至
る
経
緯 

】

  

【 

火
災
予
防
の
ポ
イ
ン
ト 

】

低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
の
火
災
に
注
意
！！

低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
の
火
災
に
注
意
！！

お
問
い
合
わ
せ

お
問
い
合
わ
せ

 
〈
東
大
阪
市
消
防
局 

予
防
広
報
課
〉

　  
０
７
２
（
９
６
６
）
９
６
６
３

経
年
劣
化
に
よ
り

　
　
　
　絶
縁
不
良
を
起
こ
す
。

内
部
の
温
度
が
上
昇
し
絶
縁
油
が
気
化
、

　噴
出
し
容
器
が
破
損
す
る
。

内
部
で
発
生
し
た
電
気
火
花
が

　気
化
し
た
絶
縁
油
に
着
火
す
る
。

○
コ
ン
デ
ン
サ
に
変
形
や
液
漏
れ
、

異
臭
が
す
る
な
ど
の
異
常
を
感

じ
れ
ば
す
ぐ
に
使
用
を
や
め
て

ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
る
。

○
昭
和
50
年
以
前
に
製
造
さ
れ
た

も
の
は
交
換
す
る
。

○
昭
和
50
年
以
降
に
製
造
さ
れ
た

も
の
で
も
定
期
的
に
点
検
し
交

換
す
る
。（
50
年
を
目
安
に
交
換

を
推
奨
）

○
工
作
機
械
な
ど
、
使
用
し
な
い

と
き
は
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
り
、

コ
ン
デ
ン
サ
に
通
電
し
た
ま
ま

放
置
し
な
い
。

火 

災
火 

災

破裂・溶融した低圧進相コンデンサ

分電盤に並ぶ焼損したコンデンサプラスチックの容器が焼失し
内部の金属容器も破損

【発　　行】

西 防 火 協 力 会
（東大阪市西消防署内）
ＴＥＬ  06‒6788‒7198
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